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横組み記事

ＲＩ会長メッセージ　飢餓に取り組む　Ｐ1　　　ＲＩ会長　カルヤン・バネルジー
バネルジー会長は、「不幸なことに、こうした食料供給に最も打撃を受けやすい地域ほど、惨事が起きても、世

間の関心を集めることはほとんどありません」と述べ、「ロータリーはこの点において大きな強みを発揮します

。世界中の多くの地域に存在すること、危機が発生した際にそれを察知し対応する能力がそれです。しかし

、それにも増して重要なのは、飢餓に根本的なところから、長期的に取り組んでいる、私たちの献身です」と、

食料問題、飢餓に取り組むロータリーの強みについて紹介しています。

ロータリー雑誌の仲間たち　Rotary World Magazine Press　P6-7
30の地域雑誌と『THE ROTARIAN』を総称して、「ROTARY WORLD MAGAZINE PRESS｣といいま

す。各地域雑誌では、その発行地域のロータリークラブやロータリアンの活動を紹介するとともに、『THE 

ROTARIAN』から指定される記事を、その地域で使われる言語に翻訳して掲載しています。記事だけでな

く、表紙にも、そのお国柄が表れています。

ロータリーの雑誌は世界中のロータリアンの懸け橋です　P8-10
Rotary World Magazine Pressの雑誌の歴史について、ご紹介しています。国際ロータリー（ＲＩ）の機関

誌『The Rotarian』の前身『The National Rotarian』が創刊されたのは1911年1月です。この雑誌は、創

刊号の中でロータリーの創始者ポール・ハリスとチェスリー・ペリーが書いているように、「すべてのロータリー

クラブだけではなく、すべてのロータリアン」へメッセージを伝える手段でした。

そして1915年、イギリス・アイルランドで最初の地域雑誌が創刊されたのを皮切りに、地域雑誌が創刊してい

きました。

心は共に12　東日本大震災　　ロータリー、多岐にわたる活動　P14-19
2011年3月11日、東日本で起こった大震災以降、多くのロータリアンがその状況に心を痛め、手を差し伸べよう

と奔走（ほんそう）しました。その様子を「心は共に」のテーマで、毎号、掲載することになりました。今回は第

12回です。

雨に見放された大地　THE ROTARIAN 4 月号　Ｐ22-29
地元で飢饉対策を講じるケニアのロータリアンたちについての記事です。

視点　ガバナーのページ　Ｐ32-35
今年度のガバナー各氏による、ロータリアンへの語りかけです。　第2640地区　大澤　德平

ＲＩ指定記事

『ロータリーの友』4月号 地区だより
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ロータリー俳壇　歌壇　柳壇　Ｐ１３
俳壇

枝打ちを終へて一山冬に入る　　　　　　　　　　　御坊ＲＣ　　　　野村浚一

柳壇

片思いぐらいがちょうど似合いかも　　　　　　　　堺清陵ＲＣ　　　物種唯修　　　

一ランク下げて余裕を持てば良い　　　　　　　　　大阪金剛ＲＣ　　井出胡蝶

バナー自慢　Ｐ1７　　粉河ＲＣ

友愛の広場　Ｐ1９　　ドバイのロータリークラブ　　 　岸和田北ＲＣ　　西出省三

ロータリー・アット・ワーク　Ｐ22-32
手づくりおもちゃで遊ぼう！　　　　有田ＲＣ　

米山記念奨学生が福娘に　　　　　　有田南ＲＣ

紀南地区台風災害支援活動を実施　　IM８組１３クラブ

地区関連記事

縦組み記事

観光とリニア中央新幹線　Ｐ2-6
東海旅客鉄道（株）相談役　須田 寛

観光で町づくり、そして観光の交流促進効果と、経済効果がフルに生かせるようにする。一方リニアで新しい

町づくり、国づくりが期待される。今、これからの日本にとって、国づくり、ないしは地域づくりに、町づくりに、非

常に大きな影響を与える大きなプロジェクトが、中部地域を中心に進行しかけております。一つは観光、今一

つはリニアです。

卓話の泉　Ｐ10-11　オオバコの戦略・高齢ドライバーの運転免許・夫婦財産契約登記
例会での卓話を要約して掲載しています。この欄は、各クラブからロータリーの友事務所に定期的にお送りく

ださった会報・週報から、一般的に豆知識として活用いただけるような卓話を選び掲載しています。

はじめる一歩　ロータリアンの三大義務　Ｐ39
今年度からスタートした欄です。新会員の方に向けてのコーナーで、第9回は「ロータリアンの三大義務」に

ついて。


